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本
学
教
授
河
野
稔
氏
0
第
二
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
学
会
肖
息
•• 
‘
 
（
昭
和
三
四
年
度
）
0
第
一
回
総
会
日
時
昭
和
三
四
年
四
月
―
二
日
総
会昭
和
一
―
―
―
―
一
年
度
事
業
報
告
及
会
計
報
告
役
員
改
選
新
入
正
会
員
紹
介
昭
和
三
四
年
度
活
動
方
針
審
議
決
定
引
続
き
河
野
稔
教
授
帰
朝
歓
迎
会
開
催
0
第
一
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
四
年
五
月
二
八
日
午
後
一
時
よ
り
研
究
報
告
「
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
に
つ
い
て
名
和
・
野
々
村
両
教
授
の
論
争
批
判
を
か
ね
て
ー
|
!
」
助
手
杉
本
昭
七
氏
「
科
学
的
管
理
と
労
働
に
つ
い
て
の
一
考
察
」助
教
授
高
堂
俊
弥
氏
0
第
一
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
四
年
五
月
二
九
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
二
学
舎
一
―
1
0
一
教
室
講
演「
欧
米
を
ま
わ
っ
て
」
六
笠
六
郎
氏
日
時
場
所
講
演「
転
換
期
に
お
け
る
経
済
史
学
の
課
題
」
和
歌
山
大
学
助
教
授
0
第
三
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
四
年
六
月
四
日
午
後
二
時
四
0
分
よ
り
場
所
第
三
学
舎
一
―
10
三
教
室
講
演「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
根
本
思
想
」
昭
和
三
四
年
五
月
二
九
日
午
後
五
時
一
―
10分
よ
り
天
六
学
舎
四
三
教
室
花
戸
龍
蔵
氏
本
学
教
授
0
第
四
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
一
1
一
四
年
六
月
九
日
午
後
二
時
四
0
分
よ
り
場
所
第
三
学
舎
一
―
101―
一
教
室
講
演「
リ
カ
ア
ド
ゥ
経
済
学
の
特
徴
」関
西
学
院
大
学
学
長
堀
経
夫
氏
0
第
一
回
ス
タ
ッ
フ
・
セ
ミ
ナ
ー
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
四
年
六
月
二
0
日
午
後
一
一
一
時
―
―
-0分
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
一
会
議
室
ス
ク
ッ
フ
・
セ
ミ
ナ
ー
「
最
近
の
英
国
金
融
事
情
」
住
友
銀
行
外
国
部
長
角
山
栄
氏
「
国
家
資
本
と
独
占
資
本
」
0
第
三
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
一
二
四
年
八
月
二
五
日
午
後
二
時
よ
り
研
究
報
告
「
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
経
済
的
背
景
」
助
手
木
田
和
男
氏
「
M
.
。
ハ
ー
ル
マ
ン
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
組
合
理
論
』
」
専
任
講
師
小
林
英
夫
氏
昭
和
三
四
年
九
月
九
日
午
後
一
時
一
―
1
0分
よ
り
0
臨
時
総
会
日
時
総
会学
術
会
議
員
立
候
補
者
推
薦
の
件
0
第
四
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
四
年
一
0
月
五
日
午
後
一
時
一
―
1
0分
よ
り
研
究
報
告
「
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
の
労
働
共
同
体
論
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
経
営
学
に
お
け
る
社
会
学
的
思
考
の
一
萌
芽
形
態
ー
」
助
手
大
橋
昭
一
氏
助
教
授
専
任
講
師
木
村
滋
氏
0
第
二
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
一
二
四
年
六
月
二
五
日
午
後
一
時
三
0
分
よ
り
研
究
報
告
「
国
際
均
衡
と
成
長
率
」
寺
尾
兒
洋
氏
「
貯
畜
、
投
資
の
均
衡
と
企
業
の
自
己
金
融
率
」
教
授
0
第
五
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
一
二
四
年
一
0
月
九
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
一
―
101
―
一
教
室
講
演「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
近
代
経
済
学
」
本
学
教
授
―
―
―
谷
友
吉
氏
0
第
六
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
一
1
一
四
年
一
0
月一
110
日
午
後
二
時
四
0
分
よ
り
場
所
第
三
学
舎
一
―
101
―
一
教
室
講
演「
日
本
財
政
の
諸
問
題
」
安
田
信
一
氏
一
橋
大
学
教
授
0
第
七
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
四
年
ご
一
月
一
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
―
―
10三
教
室
講
演「
大
阪
商
人
の
性
格
」
木
村
元
一
氏
大
阪
大
学
教
授
0
第
八
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
四
年
ご
一
月
三
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
一
―
1
0
三
教
室
講
演
宮
本
又
次
氏
「
西
欧
に
お
け
る
中
小
企
業
問
題
」
東
京
工
業
大
学
教
授
磯
部
喜
一
氏
0
第
二
回
ス
タ
ッ
フ
・
セ
ミ
ナ
ー
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
一
二
四
年
―
二
月
一
四
日
午
後
二
時
一
―
10分
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
一
会
議
室
ス
ク
ッ
フ
・
セ
ミ
ナ
ー
「
C
u
r
r
e
n
t
T
h
i
n
k
i
n
g
 o
n
 A
n
t
i
-
m
o
n
o
p
o
l
y
 Policy in t
h
e
 
u. 
s.」
フ
ル
プ
ラ
イ
ト
交
換
教
授
0
第
五
回
研
究
報
告
会
及
第
二
回
総
会
日
時
昭
和
三
四
年
―
二
月
一
九
日
研
究
報
告
「
社
会
政
策
譲
歩
説
の
検
討
」
総
会商
学
論
集
編
集
に
関
す
る
事
項
の
審
議
引
続
き
経
済
学
会
・
商
学
会
共
催
の
も
と
に
安
田
信
一
・
高
木
秀
玄
両
教
授
博
士
号
授
与
祝
賀
会
を
開
催
教
授
河
野
稔
氏
E
.
 R
o
t
w
e
i
n
氏
第
四
条
第
二
条
第
三
条
第
一
条
四
、
賛
助
会
員
評
議
員
会
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
も
の
本
会
は
関
西
大
学
商
学
会
と
称
す
る
。
本
会
は
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
学
術
の
研
究
及
び
こ
れ
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。
一
、
機
関
誌
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
の
発
行
二
、
研
究
会
及
び
講
演
会
の
随
時
開
催
三
、
そ
の
他
適
当
と
認
め
た
事
業
本
会
は
次
の
も
の
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
一
、
正
会
員
L
関
西
大
学
商
学
部
の
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
、
助
手
2
前
号
以
外
の
関
西
大
学
の
教
育
職
員
で
あ
っ
て
、
評
議
員
会
に
お
い
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
二
、
学
生
会
員
L
関
西
大
学
商
学
部
の
学
生
2
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
課
程
を
お
さ
め
て
い
る
関
西
大
学
大
学
院
学
生
三
、
普
通
会
員
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
課
程
を
お
さ
め
た
関
西
大
学
各
学
部
の
卒
業
生
で
あ
っ
て
、
評
議
員
会
に
よ
っ
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
関
西
大
学
商
学
会
規
則
（
全
文
）
附
第
十
四
条則
第
十
二
条
第
十
三
条
第
十
一
条
第
八
条
第
九
条
第
十
条
第
七
条
第
六
条
第
五
条
本
会
の
事
務
所
は
関
西
大
学
商
学
部
内
に
お
く
。
本
会
に
評
議
員
を
お
ぎ
、
本
会
の
運
営
は
評
議
員
会
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
う
。
評
議
員
会
は
関
西
大
学
商
学
部
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。
二
、
常
任
委
員
、
評
議
員
中
よ
り
若
干
名
を
互
選
す
る
役
員
の
任
期
を
す
べ
て
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
本
会
に
顧
問
を
お
く
こ
と
が
出
来
る
。
顧
問
は
評
議
員
会
に
お
い
て
推
薦
す
る
。
会
員
は
次
の
区
別
に
よ
り
会
費
を
納
め
る
こ
と
を
要
す
る
。
一
、
正
会
員
年
額
二
、
学
生
会
員
年
額
三
、
普
通
会
員
四
、
贅
助
会
員
年
額
参
千
円
以
上
本
会
の
運
営
ほ
会
員
の
会
費
及
び
寄
附
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。
会
員
は
機
関
誌
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
の
配
布
を
受
け
、
そ
の
他
本
会
の
行
う
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
末
日
に
終
る
。
本
会
則
の
改
正
変
更
は
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
る
。
「
商
学
論
集
」
の
発
行
は
当
分
年
七
回
と
す
る
。
「
特
輯
号
」
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
年
額
＇ ノ‘
百
円
五
百
壱
千
本
会
に
は
次
の
役
員
を
お
く
。
一
、
会
長
、
商
学
部
長
を
お
す
円 円
